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■WLUSB2AGST 


6 く S く導人力 



《お願い〉 


• 本書は本製品の取り扱い方法を説明しています。本書を含めた取扱説明書をよくお読みの上、正しい設置•操作を行っ 
てください。また、お読みになった後も大切に保管してください。 

-設定に使用するパソコンが Windows XP / 2000の場合は、必ず「コンピュータの管理者」または 「 Administrator 」 
権限のユーザ'名で□グオンしてください。 

• 本書に記載のイラストや画面は、実際と多少異なることがあります。 

• 5 GHz 帯を屋外で使用することは靈波法により禁止されています。 IEEE 802.11 a は屋外で使用することはできません 
のでご注意ください。 


付属品一覧 


本商品をご使用になる前に、以下のものが同梱されていることをご確認ください。万が一、欠 
品 • 不良などがございましたら、お買い上げいただいた販売店までご連絡ください。 

□ CG - WLUS 巳 2 AGST 本体 □ユーティリティディスク （ CD - ROM ) 

□ USB ケーブル (1.5 m ) □らくらく導入ガイド（本書） 

□ Q&A □安全にお使いいただくためにお読みください □製品保証書 

□電波干渉注意ラベル 


各部の名称 



① LnkLED (緑） 

点灯：パソコンと接続している状態です。 

消灯：通信ができていない状態です。 

② Act LED (緑） 

点滅：通信中です。 

消灯：通信していない状態です。 

③ USB プラグ 

パソコンの USB ポートに接続します。 

④ キャップ 

本商品を使用しない時に装着し、 USB プラグを保護します。 

⑤ シリアル番号ラベル 

本商品のシリアル番号とリビジョンが記載されています。シリアル番号とリビジョンは、弊 
社サボートセンタへの問い合わせの際に必要になります。 

⑥ MAC アドレスラベル 

本商品の MAC アドレスが記載されております。 

⑦ 製品ラベル 

本商品の製品名が記載されております。 



本商品を接続するには、次のものが必要です。 

■対応するパソコン 

• US 巳ホ。一卜を搭薩してし、る PC / AT 互換機 ( D 0 S / V ) 

■対応する OS 

• Windows XP / 200 0/ Me /98 SE 



D ユーティリティディスクをパソコンの CD - ROM ドライブに入れます。 




B 自動的に次の画面が表示されます（しばらく待っても表示されない場合は、「マイコン 
ピュータ」の CD - ROM のアイコンをダブルクリックしてください)。 



B 手順 0 の画面で[無線 LAN ソフトウェアインス!ル]をクリックすると、次の画面 
が表示されますので、インス I -ールのご注意をお読みになってから、再度[無線 LAN ソ 
フトウェアインス!ル]をクリックします。 



-クリックします。 


□ お使いの環境により手順が異なりますので、次の手順でインス I ル作業を進めてくだ 
さい。 

• Windows XP Service Pack 2 の場合 

①次のような警告の画面が表示されますので、[実行]をクリックします（弊社にて動 
作を確認しております)。 


クリックします。 


②[実行する]をクリックします（弊社にて動作を確認しております）。 



発行元を確認できませんでした。こ® y フトウIア奄実行しますか？ 

名前： setup.exe 

そ行モ不 B F! 々平行芾 . 


[「 実行， 5(B) — 美行じ砸门 


# 網麟 if 總纖 


•クリックします。 


• Windows XP Service Pack ! の場合 

次のような警告の画面が表示されますので、[開く]をクリックします（弊社にて動作を 
確認しております)。 

搬っ▲論溫飘 

T きない埸合は、こ © ファイルを聞いたり保存したりしないでくだ a、。 

ファイル名： setup.exe 
ファイルの種類：” J ケーシヨン 
発信元： D：¥utility 

惠■觀|線靡ま 靡 合、 方イ賴 ュ 

ファイルを聞くか、ファイルを]ンビュ-夕に保存するか逞択してくださ〇。 


聞く |……… 保娜 | キゃンセル ] ! 勤 


■クリックします。 


• Windows 2000 / Me /98 SE の場合 

①このプログラムを上記の場所から実行する」を選択して、 [ OK ] をクリックします。 



②セキュリティ警告が出ますが、[はい]をクリックします（弊社にて動作を確認して 
おります)。 


④「新しい八ードウエアの検索ウィザードの完了」画面が表示されますので、[完了]を 
クリックします。 



e* 奄インスト-ルして実 f ラしますか？ 


発行者は)欠の問題のため判別で•きません： 
AUTHENT1C0DE 署名を検出で•きません。 



クリックします。 



□ 「Installshield wizard 」 の画面が表示されますので、 「 InstallShield ウイザードの完 
了」の画面が表示されるまで[次へ]をクリックしてインス!-ール作業を続行します。 



□ 「 InstallShield ウィザードの完了」の画面が表示されたら、[完了]をクリックし、パ 
ソコンを再起動します（再起動を促す画面が表示されなくてもパソコンを再起動してく 
ださい)。 

Q パソコンが起動したら、 CD - ROM ドライブからユーティリティディスクを取り出します。 


(STEP 2 】 


本商品をバソコンに挿し込む 


パソコンの USB ポートに、本商品を挿し込みます。 



B 自動的にドライバのインス!ルが開始されます。 


• Windows XP の場合 

Windows XP Service Paok 2 は手順①から 、 Windows XP Service Packl は手順 
②から進めてください。 



クリックします。 


⑤パソコンを再起動します。 


• Windows 2000の場合 

①次のような警告の画面が表示されたときは、[はい]をクリックし、作業を続けます 
(弊社にて動作を確認しております）。 



クリックします。 


②パソコンを再起動します。 


• Windows Me / 98 SE の場合 

①自動的に本商品のドライバがインス!ルされます。 


If ] Windows 98 SE をお使いの場合、次のようなメッセージが表示される 
km ] 場合があります。表示された場合は、次の手順を行ってください。 


① [0 K ] をクリックします。 



クリックします。 


②「ファイルのコピー元」に次のように入力し、[01<]をクリックします。 


I 旧11丨園一 」 一 CD - ROM ドライブに Windows 


门 Windows 38 Second Edition CD-ROM 上 I ^ 1 

, 7 ^ のフデイル arp.exe が見つかりません I ——-—— I 
でした。 uM&mmi 

Windows 98 Second Edition CD-ROM を- 1 

逞折したドライプに入れて、 [OK] をク 
リックしてください。 

スキップは)』 

ファ<ルのコビ _ 雜 ⑼…I 


98 SE の CD-ROM を入れ、 「 D : 
¥ WIN 98」 と入力します ( CD-ROM 
が無し鳩合は、 rC:¥WINDOWS 
¥0 PTI 0 NS ¥ CABSJ と入力して 



ください)。 

※ドライブ名を表すアルフアベットは、お使いのパソコンに 
よって異なります。「マイコンピュータ」をダブルクリック 
して確認してください。 


②パソコンを再起動します。 


①「新しい八ードウエアの検出ウイザード」画面が表示されます。「いいえ、今回は接 
続しません」を選択し、[次へ]をクリックします。 


ドライバのインス I -ールが完了したら、次の図をご覧いただき、お使いの環境にあわせて設定を 
行ってください。 



① 選択します。 


②クリックします。 


②「ソフトウェアを自動的にインス!ルする」が選択されていることを確認し、[次へ] 
をクリックします。 



① 選択します。 

② クリックします。 


③次のような警告の画面が表示されますが、そのまま[続行]をクリックします。 



クリックします。 


質問①お使いの OS (Windows) は？ 

Windows XP/ 2000をお使いの場合 

質問②へ 


Windows Me/98SE をお使いの場合 

〇 

裏面の STEP 3b へ 

質問②通信する相手の機器は JUMPSTART に対応している？ 

対応している場合 

0 

裏面の STEP 3a へ 


対応していない場合 

0 

裏面の STEP 3b へ 

















































































































































































































































































































JUMPSTART を設定する^ 


□ ネットワークの設定がはじまりますので、作業が完了するまでしばらく待ちます（作業 
時間はお使いの環境によつて異なります）。 


JUMPSTART とは、米国 Atheros Communications , Inc . が開発•提供する、無線 LAN セ 
キユリティ設定技術です。 JUMPSTART 対応の無線ルータや無線アクセスポイントと併用する 
ことで、ユーザはより簡単に高セキュリティに守られた環境で通信することが可能となります。 


• JUMPSTART に必要なもの 

. JUMPSTART 対応の無線ルータまたは無線アクセスポイント（親機) 

• JUMPSTART 対応の無線 LAN アダプタ（子機） 

• JUMPSTART 対応の OS (Windows XP / 200 0) 



■設定の手順 



Q 「 JumpStart が完了しました！」の画面が表示されたら設定は終了です。[完了]をクリツ 
クして JUMPSTART を終了してください。 


[完了]をクリックし、設定を終了し 
ます。 


□ 手順 D で[完了]をクリックすると、無線ルータや無線アクセスポイントが再起動し、再 
起動後に通信可能となります。 


•新規に設定する場合 

はじめて JUMPSTART を使用する場合、次の手順を行ってください。 

D デスクトップにある 「 JumpStart 」 のアイコンをダブルクリックします。 



B 次の画面が表示されますので、「新規のワイヤレスネットワークを作成する」を選択し、 
[次へ]をクリックします。 



① 「新規のワイヤレスネットワー 
クを作成する」を選択します。 

② [次へ]をクリックします。 


設定が終了したら、接続したい無線ルータや無線アクセスポイントのステータス LED (製 
品によって名称が異なります）が点滅していることをご確認ください。また、お使いのバソ 
コンの画面右下にあるタスクトレイのアイコンが、図のようになつていれば通信可能です。 


-このアイコンが図のよろになつ 


1_ しのノ」ノノ」 1 凶の cK J 

㈢ 、 A 般 S 画' — ていれば通信可能です。 

これで本商品をお使いいただけます 


•追加で設定する場合 

JUMPSTART を使用してすでに設定されている無線ルータや無線アクセスポイントに接続 
するには、次の手順を行ってください。 



D デスクトップにある 「 JumpStart 」 のアイコンをダブルクリックします。 

B 次の画面が表示されますので、「既存のワイヤレスネットワークに接続する」を選択し、 
[次へ]をクリックします。 


□ 接続可能な無線ルータや無線アクセスポイントの検索がはじまりますので、検索が完了 
するまでしばらくお待ちください。 

□ 検索が終了したら、接続する無線ルータや無線アクセスポイントの LED の点滅パターン 
が、次の図で示されている LED の点滅バターンと一致することを確認し、[はい]をクリツ 
クします。 LED の点滅パターンは、ステータス LED (製品によって名称が異なる場合が 
あります）が短く点滅した後、1回長く点灯します。 



①「既存のワイヤレスネットワー 
クに接続する」を選択します。 


②[次へ]をクリックします。 



① 画面上の LED の点滅と、接続す 
る無線ルータや無線アクセスポ 
イントの LED の点滅が同じであ 
ることを確認します。 

② [はい]をクリックします。 



r 


び 

注意 


必ず、接続する無線ルータや無線アクセスポイントのステータス LED (製品 
によって名称が異なる場合があります）がパターン通りに点滅しているかご 
確認ください。対象となる無線ルータや無線アクセスポイントの LED が点滅 
していない場合は、本書に記載されている 「 JUMPSTART に関する Q & A 」 
をご覧いただき、接続や設定をご確認ください。 


B 「新規に設定する場合」の手順 0 で設定したパスワードを入力します。 



□ ネットワークの設定がはじまりますので、作業が完了するまでしばらく待ちます。 



以上で JUMPSTART で暗号化されたネットワークに接続することができました。 


B 「パスワードの入力」欄に JUMPSTART で使用する任意のパスワードを入力し、確認 
のために「パスワードの確認」欄にもう一度パスワードを入力して、[次へ]をクリックし 
ます。 

① 任意のパスワードを入力しま 
す。 

② 確認のため、パスワードをもう 
_ 度入力します。 


③[次へ]をクリックします。 




■JUMPSTART に関する Q&A 

❶トラブルかな？ と思う前に 

「トラブルかな？」•「故障かな？」と思ったら、はじめに次の項目をご確認ください。 

• 接続する無線ルータや無線アクセスポイントは JUMPSTART に対応していますか？ 

- お使いの無線ルータや無線アクセスポイントが JUMPSTART に対応しているかご確 
認ください。 

• 無線ルータや無線アクセスポイントの JUMPSTART 機能は「有効」になっていますか？ 

-無線ルータや無線アクセスポイントの取扱説明書をご覧いただき、 JUMPSTART が 
「有効」になっているかご確認ください。 


❷ 接続したい無線ルータや無線アクセスポイントの検索が終わらない 

❶の 項目をご確認いただき、それでも問題がない場合は、 JUMPSTART 画面の[終了]をク 
リックし、はじめから設定をやり直してください。 



[終了]をクリックすると、 
JUMPSTART が終了します。 


□ 「プロパティ」画面が表示されますので 、 「ESSID (無線ネットワーク名)」が接続した 
無線ネットワークの ESSID であることを確認し、 [0 K ] をクリックしてください。 



① ESSID を確認します。 


②クリックします。 


❸接続したい無線ルータや無線アクセスポイントの LED が点滅しない 

LED の点滅バターンが一致しない場合は、 JUMPSTART 画面の[いいえ]をクリックし、再度 
検索してください。また、2台以上の無線ルータや無線アクセスポイントをお使いの場合は、接 
続したい無線ルータや無線アクセスポイント以外の親機の電源をオフにして設定してください。 



■[いいえ]をクリックすると、無線 
ルータや無線アクセスポイントを 
再検索します。 


OJUMPSTART のパスワードを忘れてしまつた 

パスワードを忘れてしまった場合は、無線ルータや無線アクセスポイントを工場出荷時の状態に 
戻し、もう一度はじめから JUMPSTART を使って設定し直してください。無線ルータや無線ア 
クセスポイントを工場出荷時の状態に戻す方法は、お使いの機器の取扱説明書をご覧ください。 



❺ JUMPSTART が途中で止まつてしまう 

JUMPSTART が途中で止まってしまった場合は、画面内の[終了]をクリックし、はじめから 
設定をやり直してください。 


❻ JUMPSTART を解除するには 

JUMPSTART を解除するには、無線ルータや無線アクセスポイント（親機）の JUMPSTART 
機能を「無効」に設定してください（設定方法は無線ルータや無線アクセスポイントの取扱説明 
書をご覧ください)。無線 LAN アダプタ（子機）側は、特に設定する必要はありません。 



その他の疑問や質問は、付属の 「 Q & A 」 にも記載されておりますので、あわせてご覧ください。 


無線ユーテイリテイで接続する 


D 画面右下のタスクトレイにある 1 C をダブルクリックし、ユーティリテイ画面を開きます。 


B 手順 0 の画面に戻ったら、画面右下にある[適用]をクリックし、設定を反映させます。 



■製品仕様 



■無線部 



PC インタフェース 

USB 2.0/1.1 (シ U - ズ A ) 準拠 

国際規格 

IEEE 802.1 la 、 IEEE 802.1 lgJEEE 802.1 lbJEEE 802.1 1 

国内規格 

AR 旧 STD - T 66/ STD - T 71 

周波数帯域（中心周波数表 
示）/チャンネル 

IEEE 802.1 1 a ：5.180~5.320 GHz /36,40,44,48,52,56,60,64 ch ©^8 ch 

IEEE 802.1 1 g / b :2.412 〜2.472 GHz /1 〜 13 ch 

伝送方式 

直交周波数分割多重変調方式 （0 FDM ) 、直接拡散型スぺクトラム拡散方式 ( DS - SS ) 

アクセス方式 

CSMA/CA 

伝送速度 

IEEE 802.11 a / g :54/48/36/24/ l 8/1 2/9/6 Mbps 

IEEE 802.1 lb：l 1/5.5/2 /lMbps 

セキュリティ 

ESSID 方式 （ IEEE 802.1 1: l □(文字列）による識別 ）、 WEP (64/1 28/1 52 bit )、 WPA / WPA 2 -PSK 
(ノてーソナル）、 WPA / WPA 2 -EAP (エンタープライス') 

アンテナ形式/タイプ 

チップアンテナ/シンクリレアンテナ方式 

通信モード 

Infrastructure / Ad-Hoc ( IEEE 802. 11 a 使用時は36〜 48 ch で対応） 


■電源部 



定格入力電圧 

DC 5 V 

最大消費電力 

送信時： 2.4 W 、 受信時：1 .5 W 

■対応 0 S 

Windows XP / 2000 / Me /98 SE 

■対応 PC 

D 0 S/V 


■環境条件 



動作時温度/湿度 

〇〜401 C /90% 以下（結露なきこと） 

保管時温度/湿度 

一20〜 6 CTC /95% 以下（結露なきこと） 

■外形寸法（本体のみ） 

29 ( W ) X 82 ( D ) x 13 ( H ) mm (キャップ含まず） 

■質量（本体のみ） 

16 g (キャップ含まず） 


B 「優先するアクセスポイント」欄に 「 corega 」 の ESSID が表示されている場合は、そ 
の ESSID を選択し、[削除]をクリックします。 



B 「 AP 検索」に表示されている、接続したい無線ネットワークをダブルクリックします。 



■工場出荷時の設定 


■通信モード 

■ Auto 

■ESSID 

■ corega 

■チヤンネル 

■ Auto 

■暗号化 

■無効 

■Super A/G 

ON (圧縮） 

■extended Range 

| 無効 


■おことわり 

• 本書は、株式会社コレガが作成したもので、全ての権利を弊社が保有しています。弊社に無断で本書の一部また 
は全部をコピ_することを禁じます。 

• 予告なく本書の一部または全体を修正、変更することがありますがご了承ください。 

• 改良のため製品の仕様を予告なく変更することがありますがご了承ください。 

• 画面は開発中のものにつき、予告なく仕様を変更することがありますがご了承ください。 

• Windows XP SP 1 は 、 Microsoft Windows XP Home Edition operating system 日本語版 Service 
Pack 1 または 、 Microsoft Windows XP Professional operating system 日本語版 Service Pack 1 の 
いずれかを指します。 

• Windows XP SP 2 は 、 Microsoft Windows XP Home Edition operating system 日本語版 Service 
Pack 2 または 、 Microsoft Windows XP Professional operating system 日本語版 Service Pack 2 の 
いずれかを指します。 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。この 
装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用 
されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

本商品は国内仕様となっており、外国の規格などには準拠しておりません。日本国外で使用された場合、弊社では 
いかなる責任も負いかねます。 

Copyright © 2005株式会社コレガ 
corega は、株式会社コレガの登録商標です。 

JUMPSTART は、米国 Atheros Communications , Inc . の米国およびその他の国における登録商標または商 
標です。 

Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
その他、この文書に掲載しているソフトウェアおよび周辺機器の名称は各メーカの商標または登録商標です。 
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